
――明治６年に近代教育の始まりとされる
学制が施行されて、今年で 152 年が経ち
ます。私立小学校の中には 100 年以上の
長い歴史を持つ学校もありますが、先生は
私立小学校の果たしてきた役割をどのよう
にお考えになっておられますか。
　慶應義塾幼稚舎は 2024 年に、創立 150
周年を迎えました。今日、私立小学校は全
国で 249 校（令和 6年度）を数え、その
多くは昭和に入ってから開校されたもので
すが、明治時代には 20校が、また大正時
代にも同じくらいの学校が創設されるなど、
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　グローバル化や科学技術の発展が進む今日、子どもたち一人ひと
りの確かな成長を支援する初等教育の重要性は一層増しています。
卓越した建学の精神のもと、先導的な教育を展開する私立小学校の
魅力を、日本私立小学校連合会会長の斎藤滋先生に伺いました。
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長い歴史を持つ学校もあります。
　太平洋戦争が始まる直前、日中戦争勃発
時に、全国の小学校を「国民学校」に切り
替えることになり、私立小学校は全廃する
という閣議決定がなされました。そうした
危機的状況を迎えながらも、私学の人々は
「日本私立小学校連合会」を立ち上げ、何
とか全廃を回避することができたのです。
　その際に、生き残りを図るだけではなく、
「連帯」というものを築き上げてくださっ
たことが、今日の我々の大きな支えになっ
ていることは間違いありません。
　とりわけ、子どもたちの教育に対して関
心の高い方々が、私立小学校を見捨てな
かったということが、とてもよかったので
はないかと思います。
　翻って、今日、「この小学校はどんな学
校なの？」というときに、建学の精神を意
識する人もいると思いますが、その根っこ
にある精神、「どのような創立者の考えに
基づきつくられた学校なのか」ということ
を、伝え続けてきたからこそ私立小学校の
今があるのだと考えます。
　私たち私学人は、これからも伝えなけれ
ばならないことはきちんと伝える。同時に、
今、自分たちの学校で取り組んでいること
についても、分かりやすくきちんと伝えて
いく。建学の精神と、その後の小学校の歩
みが教育の特色になって、学校の雰囲気、

校風がつくられているということを訴えて
いきたいと思っています。
――私の母校は大正6年に澤柳政太郎先生
が創設した成城学園初等学校ですが、大正
自由教育運動が起こったこの時代には、中
山春二先生（成蹊小学校）や、小原國芳先
生（玉川学園）など、優れた教育者が特徴
ある小学校を創設しました。そうした私立
小学校の精神は、これからも伝えていかな
くてはならないですね。
　日本私立小学校連合会に加盟している小
学校を見ますと、幼稚園または中高を併設
している学校が７割くらいあります。そこ
にお子さんを通わせている保護者の方々は、
単に小学校の６年間を過ごさせたいという
思いだけではなく、「長年にわたって同じ
教育方針のもと、子どもたちに安心して教
育を受けさせたい」という気持ちも強いの
かなと思います。
　近年では、大学を擁する学校法人が新た
に小学校を作るケースも目立ちますね。
――東京では 2005 年に帝京大学小学校が
また 2019 年に東京農業大学稲花小学校が
開校しています。
　神奈川では、2013 年に慶應義塾横浜初
等部が、15 年に日本大学藤沢小学校がそ
れぞれ開校しました。関西でも 2000 年代
に入って同志社小学校、立命館小学校、関
西学院初等部、関西大学初等部などが相次

すごく熱心な先生方が大勢いらっしゃいま
す。今は西日本や九州には学校劇部会はあ
りませんが、今後はこうした部会を全国に
広げていければと願っています。
――学校劇の発祥は成城学園とも言われ、
1921 年には「第 1 回成城学校劇発表会」
が行われました。
　成城学園といえば、授業で「散歩」など
を行っていることでも知られますね。この
ように、私立で先行して行われてきた取り
組みが、後に「生活科」のような教科へと
つながっていくのだろうと思いますし、各
学校が展開している素晴らしい教育はまさ
に公教育をリードしていると思います。

独自のカリキュラムに私学の魅力が
――12 年間の長きにわたって、仲間との
友情を育んだり、クラブ活動など一つのも
のに取り組んだり、同じ環境の中で先生方
との関係を深めたりできることが、私立学
校の素晴らしい特徴の一つになっています。
　私は本校（桐光学園小学校）が開学する
にあたって、いろんな学校にお話を聞きに
お伺いしました。成城学園にも行きました
が、そこで特にいいなと思ったのは、グラ
ウンドに土俵があったことです。相撲は私
たちの世代では日常の遊びの一つだったか
らかもしれません。
――私が小学生のときに、お相撲さんを呼
んで土俵開きをしたことを思い出します。
現在は安全面を考慮して、平らにならして
しまいましたが。
　玉川学園にもお伺いしました。新しい校
舎で、コンピューターを導入した学習を早
くから採り入れておられました。印象的
だったのは、「この校舎はエアコンがいり
ません」と言われたことです。緑が豊かで
素晴らしい校地です。
――光と風が通るキャンパスは魅力ですね。
環境面もそうですし、独自のカリキュラム
にも私立の魅力があります。面白い授業で
すとか、ユニークな取り組みなどがありま
したらお話しください。
　教科の中で保護者の方々がいちばん注目
されるのは英語ですね。学習指導要領では、
３・４年生が外国語活動を週に１時限、５・
６年生は外国語を２時限学ぶよう授業時数
が定められていますが（1時限は 45分）、
ある教科の授業時数を多くすることを、特
例措置として国から認めてもらう学校もあ
り、全学年を通じて英語を学ぶようカリキュ
ラムを組んでいる学校も珍しくありません。
　なかには、授業の半分を英語で学ぶ学校
もありますが、こうした取り組みについて
は、教育効果が 10年経ってどうだったか
という検証をしっかりと行い、広く公開す
ることも重要だろうと思います。
　宮城県には、日本語と英語による授業
（英語イマージョン教育）を行うホライゾ
ン学園仙台小学校があります。横浜にある
インターナショナルスクールを母体とし、
2016 年、仙台に一条校（義務教育校）を

開校したのです。先日、その学校を会場と
して東北地区の私立小学校連合会の研修会
があり、私も訪問しましたが、第二外国語
として中国語とトルコ語を教えていました。
――珍しいですね。
　どのような教育を行っているのだろうと
非常に注目しましたが、学んでいるのは本
当に普通の子どもたちで、すべての授業は
英語で行われているのかなと思っていたら、
決してそういうこともなく、日本人教員と
外国人教員の先生が連係しながらバイリン
ガルの授業を行うなど、細かい配慮をされ
ていると思いましたね。
――桐光学園小学校では、３年生まで「表
現」という授業を行っておられます。
　本校を開設するときに、ダンスですとか
身体表現などを子どもたちに学ばせたいと
思い、そうした理論や経験のある先生を招
いて授業を行ってもらっています。自分で
何かを表現するときには、体をどう動かせ
ばよいかとか、相手の気持ちはどうなんだ
ろうとか、身体コミュニケーションを通じ
て、一人ひとりの感じ方やとらえ方は違う
ということを学ぶ授業なのですね。
　１年から３年までとしているのは、やは
り上級生になると恥ずかしがるようになっ
てしまうからです。授業には、ヨガの要素
なども採り入れていますが、今後はさらに
工夫を凝らすため、3年からは演劇的な要
素も加えてみてはどうかと考えています。
　教員の研修グループには、学校劇につい
て考える部会があり、東京でも神奈川でも、
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ぎ誕生しました。
　小学校からお子さんを預かって 12年間、
さらに大学の 4年間まで学ぶことのでき
る学校がある一方で、頑として中学から、
という学校も多くあります。仮に 12年間

を考えて小学校に入学したとしても、途中
で考え直すチャンスがあるというのも良い
と思いますし、子どもたちにとっても保護
者にとっても、いろいろな選択肢があると
いうのは良いことだと思いますね。

少子化で重要性を増す
保護者と学校のコミュニケーション

――2024 年には出生数が 72 万 988 人と
なり、この 10 年間をみても毎年２万人か
ら多いときで５万人ほどの減少が確認でき
ます。少子化に歯止めがきかない今日、日
本私立小学校連合会として今後の方針など
があればお教えください。
　今年小学校に入学した子どもの数は約
93 万人ですが、それが 2026 年になると
86万人くらいに減少すると考えられます。

　現在、日本私立小学校連合会に加盟して
いない学校に在籍する児童も含めて私立
小学校に通う児童数は約 8万人ほどです。
１学年の児童数が 13400 人という現状を
維持するためには、私立小学校で学ぶ子ど
もの割合を現在の 1.3％から２％程度に引
き上げる努力をしなければなりません。特
に、私立小学校が多く存在する関東・西日
本ではその割合を現状の 1.5 倍にするくら
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本校のことを知っていると錯覚してしまう。
でも、それは大きな誤解だよ。一歩外に出
れば、この学校がどんな教育を行っている
のかなど、誰も知らないと思いなさい」と。
自分たちの学校のことを身近なところから
知ってもらう努力も大事なのではないで
しょうか。
　また、私立はどうしてもお金がかかるとい
う問題があります。幼稚園や高校の無償化は
議題に上っているけれども、小学校と中学
校の学費については何も話題になりません。
　私立の小学校は、幼稚園や中高、大学を
併設している学校が多く、保護者の方も、
幼稚園から高校まで子どもを一貫して学ば
せたいという方がいらっしゃいます。
　その時に、「幼稚園はお金がかからなかっ
た。高校もお金もかからないのに、小学校
と中学校はたくさんお金がかかる。せめて
公立並みに支援が受けられるようにしてほ
しい」という声を、社会にきちんと伝えて
いかなければならないと考えています。し
かし、私たちが忘れてはいけないのは、“お
金をかけてもよりよい教育環境を子どもに
用意したい ” という保護者の皆さんの気持
ちであり、その期待に応えることができる
教育活動を展開していくことが何よりも大
切にしなければなりません。
　また、幼児教室から私立小学校へ、と

いう流れは、長い年月をかけ両
者の関係で培われてきたもので
すから、それを否定することは
ありませんが、その一方で、幼
児教室に子どもを通わせること
のできる家庭というのはそれほ
ど多くはないと思います。共働
き家庭の増加で何がハードルに
なっているのかというと、両親
が仕事で多忙であること、経済
的な理由、週末の子どもとの過
ごし方など皆さんの思いは様々
でしょう。私立小学校入学のた
めには入学試験に合格しなけれ
ばなりませんが、その準備は希
望する学校の情報収集とそのた
めに何をしたらよいかをお考え
いただくことが大切でしょう。
――幼児教室に行けば、学校のさ
まざまな情報が手に入るし、周り
の家庭がどのような対策をされて
いるかも分かります。そうした安
心感、「心の保険」として幼児教
室に通わせているという面はある
のでしょうね。
　学校によっては、LINE に登録
してもらうことで、いろいろな

情報を提供するという試みを行っている学
校もあります。ただし、保護者から質問な
どが送られてきた場合に、全部答えていて
は教員の負担も大きいでしょう。
　やはり、保護者と学校が直接コミュニ
ケーションのできる仕組みをもっと作らな
ければならないと感じます。
――先生の学校も公開授業など、保護者の
方々に学校を見てもらう機会を多く設けて
おられます。こうしたチャンスを広げてい
くことは大切ですね。
　最近では、父親が説明会に参加するご家
庭も増えています。学校によっては、会社
帰りのお父さんをターゲットに、駅前のホ
テルの会場などで、夕方に説明会を開催す
る学校も増えています。先ほども申しまし
た通り、中高の広報活動はとても積極的で
すから、私たちも頑張らなければと思って
います。
　その一方で、データを詳しく見ると、別
の問題の存在も見えてきます。
　日本私立小学校連合会に加盟している小
学校の児童数を 2016 年と 2023 年とで比
べてみると、神奈川県が 1万 239 人から
9993 人に減少しているのに対し、東京都
は 2 万 5162 人から 2 万 5796 人と逆に
増えているのです。
　これは埼玉、千葉の私立小学校も同じ現

象がみられていると思いますが、東京の小
学校と掛け持ちをして、両方受かったら、
保護者の方は東京の小学校を選ぶケースが
多い。東京は人口が集中していますし、都
からの支援も他県に比べると手厚いと聞い
ています。こうした地域による温度差の問
題についても目を向けていかなければなり
ません。
――東京には長い歴史に培われたブランド
校が集中している面もあります。
　100 年とまではいかなくても、70 年、
80 年と歴史を積み重ねていれば、皆さん
に理解してもらえる校風も出来上がります
よね。
　まだ歴史が浅いと、「あそこの学校は先生
方が元気らしいわよ」とか、「丁寧に勉強を
見てくれる学校だそうですよ」というレベ

会が多いと思います。学校で見える部分、
家庭で見える部分、どちらも同じ子どもが
持つ素敵なところです。ですからなおさら
学校と家庭の情報の交換・共有が大切で、
もしその中で子どもの課題が見えてきたら
一緒になって考えていくことが大事になり
ます。
――行動観察では子どもたちのどのような
様子を見ているのでしょうか。
　本校では行動観察というほどではありま
せんが、制作活動として塗り絵をしたり、
集団活動もあって、音楽に合わせて身体を
動かしたり、簡単なゲームをやってみたり
しています。
　ゲームにも一定のルールがあるので、そ
れを守れるかどうか。また、ゲームなどで
負けると悔しがる子もいますよね。それは
いいのですが、うまくいかないことを他の
子のせいにするなどが見られるのはあまり
好ましくないです。
――そんな時に、誰かを助けようとする子
どもがいたら、学校としては来てほしいで
すよね。
　「うちの子はおとなしくて、積極的に何
でもやる方ではないんです」と言われる保
護者の方もいらっしゃいますが、全然心配
はいりません。一緒にいる子たちに不快な
思いをさせたり、誰かにいじわるなことを
したりとか、そういうことがなければ何の
心配もありませんよ、と答えるようにして
いますし、実際にその通りなのです。リー
ダーシップがあるかどうかはなかなか判断
できないです。
　こうした点をよく踏まえて、小学校受験
に臨んでいただけたら、と思います。
――本日はありがとうございました。

ル止まりではあるのですが、それが10年、
20年と先生方が頑張って歴史を築いていけ
ば、やがてはそれが校風としてしっかりと
定着していくのだろうと思います。
――子どもたちも２代、３代とわたって、
親子で卒業生となっていけば、それが私立
学校を支える大きな力となります。
　私が感激したのは、前任である桐蔭学園
小学校時代の保護者がおばあちゃんになっ
て、お孫さんを本校に連れてきてくれたこ
とですね。そのような再会ができたことは、
涙が出るくらいうれしかったです。
　私立小学校受験は口コミの世界という面
が強いですから、そういう人がやがて親に
なり、「あの学校でこんなことがあってよ
かった」というような話をしてくれるだけ
でも貴重ですし、ありがたいと思います。

いの取り組みが必要です。
　神奈川の例で申し上げると、かつては募
集活動にしてもすべて小学校受験塾任せで
した。ある教室がイベントを行うというと、
そこに参加しましょうという感じで、自分
たちで開拓していくという気持ちはあまり
見られなかったのです。
　そこで、まずは県内で何とかしようと、
2012 年に「神奈川私立小学校フォーラム」
を立ち上げたところ、多くの学校が賛同し
てくれました。会場も、横浜だけですと地
域に偏りが出るので、県北部の学校を会場
に、その周辺地区対象のフェアを始めたり
もしています。
　こうした小学校と比べ、私立中高の先生
方の広報に対する努力はすごいですね。中
高で教師をした後で小学校の校長になる人
も多くいらっしゃいますが、最近ではそう
した方が「小学校の広報活動もこうあるべ
きではないか」とアドバイスをしてくださ
います。そうした貴重な意見を参考にしな
がら、学校間で児童の数を競い合うのでは
なく、一歩踏み込んで、私立小学校全体の
ことを知っていただく人を少しずつでも増
やしていくことは、決して無理ではないと
思います。
　私はよく教員に話すのですが、「学校の
中だけで働いていると、近所の人はみな、

小学校受験は子どもの多彩な面を見ながら
――これから私立学校を受験する保護者に
向けて、アドバイスをお願いします。
　入試問題をよく見ていただくと、その学
校がどういう子どもを欲しているのかとい
うことが伝わると思います。ですから、ま
ずはそれをよく調べ、ご家庭でできる範囲
で結構ですので、対策を練っていただけれ
ばと思います。
　ただ、そんな時でも決してお子さんには
無理をさせないであげてください。中学受
験でも、あれだけ頑張った子が、中学に入っ
てついていけなくなり、挫折してしまった
という子どもは大勢います。
　小学校受験でも同様のことが起きないと
は言い切れませんのでその点はくれぐれも
留意していただきたいと思います。
　また、最近の子どもたちについて、各学
校で特に気をつけているのが、1年生の４
月に教室でスタートする学習ですね。学校
生活に馴染める子なのかどうかを、よく見
る学校が増えています。
　ペーパー試験を解いているときには全然
問題がなくても、いざ座って何かしましょう
というと、落ち着きがなくなる子どもが出
てきます。そういうお子さんは小学校での
学習活動に取り組めるのか心配になります。
　家庭の中では、子どもと親は１対１です。
そこではすごく上手にお話ができたり、言
われたことをきちんとできたりする子ども
は多いのです。「今日はこれをやってみよ
うか」と親に言われて、「嫌だ」となると、
「じゃあ、ほかのことをやろうか」と親の
方で譲ることがあるのかもしれません。
　子どもにとって、やりたいこと、やりた

くないことが尊重されるのはよいことかも
しれませんが、学校ではそのようにはいか
ないことが多いです。好きなことをがんばっ
てたくさんの力をつけていくことは大切で
すが、少しの我慢ができることや挑戦しよ
うという気持ちになれることも必要です。
――ひと昔前だと、母親が言ってきかなく
ても、おじいちゃんやおばあちゃんがたし
なめたりしていたことが、核家族化が進ん
で難しくなったのかもしれませんね。携帯
などのデジタルツールも原因かもしれませ
んし、シングルマザーや共働き家庭の増加
など、時代の変化に伴う複合的な原因があ
るのかもしれません。
　共働き家庭のお母さんの気持ちを考える
と、仕事から疲れて帰ってきた、子どもが
宿題をやっている、直してほしいところは
いっぱいあるけど、子どもと一緒に楽しい
時間も過ごしたい。無理強いをすると子ど
もは嫌がるし、家族皆も楽しくなくなって
しまう。そういう気持ちが背景にあること
は理解できるのです。
　学校でも、「学校でこんなことがありま
した、あんなこともありました」と、家庭
によく電話する教員はいます。でも、その
程度のことでいちいち電話をしなくてもい
いのではないか、ご家庭に任せればいいの
ではないか、と思うこともあります。
　自分らしい生活をするために、夫婦が助
け合って子育てをするというのがチーム
ワークだろうと思いますが、保護者は学校
での様子を見ることがそれほど多くなく、
むしろ習い事などで子どもが夢中になって
好きなことに取り組んでいる様子を見る機
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